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ドイツ語縮小詞
原
?
一定の決まりにしたがって書かれた漢字，特に幾何学的な感じさえする
唐時代の代表的書家， 欧陽詢や， 顔真卿などがしたためた嚇の一字一字
は，我々，大して書道に関して知識もなければ，興味も持っていない者の
目にも，自とその美しさがわかつてくるものである．多少なりとも，書に
関心があれば，なおのこと心ひかれるのである．一方，これら伝統的な美
を，まるで嘲笑するかのような前衛書道も，初めのうちこそ違和感を抱か
せるが，心落ち着けて鑑賞すれば，これまた，それなりに味わいのあるこ
とがわかってくるのである．
言語現象の世界でも同様のことがいえる．まるで数学の公式によって構
成されているかのような， 言語現象のさまざまな規則や用法を研究した
り，観察したりすることは，言語を研究する我々にとつて，非常に興味深
いのであるが，反面，一見したところでは，何ら規則性のないような言語
現象も，巨大な言語構造の中にはあって，これも往々にして，我々をひき
つけるのである．
ここで考察しようとしている 2 種の縮小語尾—chen と—lein も， 同様
の着眼点を与えてくれるものである．
ー
-chen, -leinの方言地理学から始めることにした．これらの地理分布を
観察するのに際し，高地ドイツ語とか，低地ドイツ語とかで，簡単に解決
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できるのであろうか．実際には-chenの領域と-leinの領域とかが，単な
る1本の東西の線で，南北に分割されているというほど容易なものではな
い. -chenの領域は，ロートリンゲンの南の隅から発して，東北方向に延
び，ブランデンブルクとポーゼンの行政区に至るまでの地方であり，他
方, -leinの領域は，バンブルクとコーブルクから出て，北西地方（アイ
スフェルト， ヒルトブルクハウゼン，ヴァーズンゲン）へ， さらには中部
ドイツへと進んでいる．
もう少し詳しく言うとすれば, -chen,-cheは中部ドイツの方言に限ら
れ， 低地ドイツ北方の住民は, -chen,-cheを-ken,-keと発音する．
-ken領域の最北部附近では，オランダ語の影響を受け， その接尾辞-je
を用いて縮小語尾の代りとしていることもある． したがって, -chenおよ
a-kenが用いられているのは中部ドイツ，低地ドイツの極く限られた部
分だけである．
接尾辞-leinの地理分布は,-chen,-kenの分布ほど単純明解ではな
い．実際に-lein,-lainを方言としている地方が，一体どこにあるのか定
かではない． だいたいは二重母音の部分(ei,ai)が単なるiとなり，そ
の上，尾音のnが落ちて-liとなっていることが多い．シュバーベンの方
言では-leとなり，マインーフランケンや， シュレージェンの方言で
は，大ていlaとなっている．バイエルンからハンガリーにかけて，そし
て低地シュレージェンの都会では, -eだけで済ませてしまっている.(例：
-el,-al,-erl,-adl,-aill)
ドイツ語には別に-elという接尾辞が存在する．この語尾は，たしかに
縮小機能も有してはいるが，大ていの場合には, -leinとは異った種類の
言語要素として考えられているようである． したがって，この-elがはた
して，一般に-leinの方言形態の一種として有効であるのか，否かが問題
になる．バイエルン地方の方言では，客観的に，はっきり縮小詞と判る語
は-leinで終って：いるようである．
’
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ウィーンでは-le(-ele)は-elと共に愛称語となりうる．特に幼児語
に於いて． シュタイアーマルク，エーガーラント，それにファルツの各地
方の方言では，単数に-elを，複数に-le,-la,-li,-linを用いている．
同様に， シュバーベン地方や， フランケン地方の方言では，数によって
-leと－la,-laと-liの間で変化している．完全な状態の-leinという形
態は孤立してしまい，バイエルンの言語離島でのみ存続しているようであ
る．
しかし, 1を含んだ縮小手段がもたらされている地方の人々は，その人
々が用いている-li,-le,-elなどの接尾辞を伴った語を口にだして言う
時，やはり文語の-leinを何らかの形で意識し，感じているはずである．
そして-leと-elとの間の地理上の境界線はない．
次に疑問に思われるのは，各々の地方の方言で, -chenに類する接尾辞
と, -leinの類のものの片方だけで用をなしえているのかである．
-kenの領域についていえば，この接尾辞が-ck.-k,-gで終る語幹（例：
Stiick,Stock,Bock,Rock,GIocke,Bauch,Strauch,Buch,
Loch,Kuchen,Kirche,Auge,Krug,Ringなど）にどのように接
続されるのだろうか． このような場合には，次に挙げる4種の方法で解決
される．
第1には，語幹と-ken,-kinとの間にeを挿入する方法である．これ
によって発音上の困難は全く取り除かれる．
例:Beenekin,Steenekin,K6ppekin,St6ckekin,B ickekin,
Strtickekinなど．
第2には,-S-による両者の結合．
例:St6cksken,B6cksken,R6cksken,K16cksken,Striic sken,
Kiicksken,Kierksken,Kmgskenなど．
第3の方法としては，別種の語尾-elを挿入する．
例:St6ckelken,ROckelken,Striikelken,Ogelken,Ringelkenな
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この方法によって解決したものとしては，中部ドイツ語にも，文語ドイ
ツ語にも現われている． （例:Augelchen,Siichelchenなど）
Engelken,V6gelken,Schnab lken,Btindelkenなどの場合，各々
の語幹Engel,Vogel,Schnabel,Biindelが-elで終っているので，
-elkenとなるのは当然であるが，その他の-elkenで終る場合，縮小語
尾に-elを含んでいるのである．この-elは，単に文語から， あるいは
Hansel,Gretel,Christelなど，広く流布した子供の名前から，縮小語
尾として周知のものである．
第4の方法としては,-kenの前に複数の接尾辞一erが置かれる．
例:Kinderken,H6hnerken,Beenerken,St enerkesなど．
中部ドイツの-chenの領域では-elが多く見うけられる.Hansel,
Gredel,Jerjel,Katelなどの洗礼名ばかりでなく,Kinnel,Madel,
Bretzel,Ranzel,などの語も見られる． また， ロートリンゲン， アー
ヘン，ケルン， コブレンツなどの地方では，類語-elchenがある．（例：
Kiichelchen,Lerchelchen,Ogelche又はAigelche,Jiingelcheな
ど）
西部では，接尾辞一erが多くの場合，結合詞として挿入されるが，場合
によっては複数表示として語尾に置かれ， あるいは両方に用いられる．
(例:Kindercher,Kranzerchez,Berschercher,Gasercherなど）
中部ドイツにおける-chenの領域の北東部（メルゼブルク，マンスフ
ェルト，ベルンベルク，デッサウ，マイセン）および南端部（シュパイヤ
ー）では，低地ドイツ語の-ekenとならんで-ickenが見られる.(例言
Stadtiche,Maddiche,V61ichen,Htihnichen,Mannichen,Bliemi-
chen,Meilchen)
上部ドイツの一部と，マインツ， フランクフルトでは， このiが独立し
て用いられる. (bissi,Kranzi,Fassi,Katzi,MaUsiなど）
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「最後に-leinの大領域に関してである．すでに言及した-chenの場合
とは逆に， ‐lや－1eなどの接尾辞をlで終る語幹に，どのようにして接続
させるのか．例えば,k,g,chで終る語幹には-elkenカミ適していたの
と同じよらに， ここではlで終る語幹に対しては,-chenleinが考え出さ
れたのか． このような想像が生まれてくるのは当然である． しかし，答は
Neinである．少くともleinの領域では，口語の.-chenという形態は存
在しないのである．
ここで， ウィーンの方言を例にとってみると， この方言では， 単一の
-lだけが縮小表示として使用されるので，特に困難は大きいようである．
Katzeから縮小されたKatzlが造られ，更に愛称語Katzerl,または
Katzadlができ，幼児語ではKatzeleとKatziも現われている.(最後
の語,Katziのiは，すでに述べたバイエルン，およびフランケン地方の
愛称形-iと同じ手法と考えることができる.)
同様に，他の造語もできる．
Hand→Handl,Handerl,Handele,Handi
Maid->Madl,Maderl,Madele,Madi
Mann->Manndl,Mannderl,Mandele,Manndi
そこで, 1で終る語幹についても， それなりの方策がとられている．
Vogel->V6gerlまたはVogerl
Spiel->Spielerl
Knauel→Knaulerl
これらの縮小手段を用いて，他の場合も縮小化されている．例えば，
Sechser→Sechserl,Sau→Sauerl,F au→Frauerl(Frauleinは文語
からの転用）
-le,-li,-laを一般の縮小語尾とする場合，発音上の困難のために，ほ
とんど発音されず，単に2番目のlを棄ててしまっている．（例:V6gele,
Engeleなど）さらにllで終る語幹の場合には，軽い‐e-が織り込まれ
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る． （例:Nachtigalleli,Wolleli)
以上，現存する方言の-chen,-leinに関する地理学を，一通り観てき
たので，次に文語に入り， これらの歴史を調べてみることにした．
Ⅱ
縮小詞は時間の経過とともに増加してきたのである． ゴート語には，極
く若干の人称縮小詞があり，古高ドイツ語では，縮小詞は注解文学に比較
的頻繁に現われるが，それ以外， この古高ドイツ語には，ほとんど縮小詞
はない．
中世高地ドイツ語から現在に向って，先ず初めに文語に現れたのは
-leinだけである．これの古典形態は-linである．しかし-elも現われて
いる．GeilervonKeiserberg,Muruer,Brandおよび，彼らと同時代
の人々，少くとも文筆家たちは-chenの代りに会話文の中では，周知の
-li,または-le,あるいは古い形態-linを用いた．文語でも‐linや-1ein
の他に, -leも見られる．GeilervonKeiserberg(Schaffhausen出
身）は，一般に-linを使用している．
さて，注目に価すべきことは，例のLutherの決断である.Lutherは
文語ドイツ語，つまり皇帝および，ザクセン地方の官庁用語を意識的，か
つ思慮深く選択し，広い範囲に及ぶ同時代の人々や，後世の人々に押しつ
けたのであった.Lutherは,-leinと-linのどちらかを選択する必要が
あったはずだが，皇帝や官庁用の記述物では，縮小語や愛称語が見られる
機会は， ほとんどなかったであろう． しかし，彼の記したものの中では，
特に聖書では，圧倒的に-linを使用している．それとならんで， 初めに
は数回-leを使用している.(kindle,bundle)もっともこれらの他に
kindel,megdichen,liebchenも見られる．
Lutherのこの影響が，当時どれほど大きかったかは，もちろん容易に
’
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「計り知ることはできない． ほとんど1世紀の間，表面に現れていたのは
-linであるが，実際は-lin以外の多くの縮小形態も見られた.Hans
Sachsなどの人々は，明らかに-leinのほうを選んでいる．が， 同時に
また， その時代にh61zle,miitterle,h61zli,hiitly,miitterl,bandel,
yiitlich,liebichen,packelichen,platzgenなどが記されている．これ
ら種々なものは，一般の傾向に従って記された， というより，むしろ個々
の文筆家があえて書いたことのほうが多いといえよう． この時代の"Dic-
tionariumlingrarumseptemAntoniiCalepini"は-linを規則正し
い縮小語尾として承認している．そして-leは若干しかない.(b6nle,
marle,meule,miindleなど）
Spee,Opitz,Logau,Gryphius,Grimmelshausenなど，この時代
の人々は決定的に-linから-leinへと移行していったのである．しか
し， まだmannel,mannle,magdchen,freu en,magdgen,mag-
digen,vieligen,haussichinnなどが印刷されたものを読むことができ
る．
H.Giirtlerは-leinと-chenとの間の長い論争を続けた．即ち16世
紀初めから17世紀の初めには,-leinが支配したのであるが,16世紀末の
10年間頃からは-chenが徐々に盛んになる．そして17世紀後半の過渡期
を経て， 18世紀に入ると,-chenは確固たる優勢を得ている．
-chen,-genが可成り頻繁になってくると，次第にmadchen,mad-
gen,teufelchen,teuflichen,deufelgen,thierigenなど20世紀の縮
小詞と，あまり変らない形態が見られるようになってきた．そして副次的
形態が駆逐されるようになった．
しかし, -leinの領域のHaller｣PBodmerは依然として,-chen,
-ken領域のRabener,Gellert,Gottsched,Lichtwer,Schlegel,
Gleimらと対立しながら，ドイツの文語は同じ方向に向って， 著しい歩
みを続けた．いずれにせよ-chenがすでに優位を誇っている．因みに
’
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「magden,packgen,theilgen,artichen,schlissichenのような形態
も進行しつつある．一方，辞書は相当保守的であり，標準的なものとして
は，相変らず-leinを固執し，時として辞書には-cher),-genがもれる
こともある．
さて，接尾辞-chenの黄金時代がやってくる．つまりLessingやWie‐
land,それにHerder"i散文で，おびただしい数の作品を書いた時代で
ある.Grimmの辞典によれば,Lessingらと同時代の人々の記述では，
Madelなど-elで終る形態は，も や本来の縮小詞としてではなく，戯
れに書かれたものと解され, -leinはほとんどなく，もっぱら-chenばか
り用いられ，類語-elchenも限られたものだけという．(Biichelchen,
Kiichelchen,Sachelchen,Madelchenなど）
中部ドイツ方言の-chenが高地ドイツ文学に輸入され，公に認められ，
規定された．だが， 古いleinは棄てられてしまった訳ではない．疾風怒
濤時代になると，特にゲッティンゲンの人たちには, -chenへの反動が明
白に高まってくる．本来-chen･e-kenの領域にあるBtirger,Goethe,
Vo6,Brentanoなどの詩人たちは，この古い-leinを大いに尊重し，
-leinの進路は明らかに-chenの犠牲を強いて再び上昇した．これはまさ
しく,Lutherの聖書や民謡，讃美歌，ミンネの歌の影響下にあって，
-leinが貴族的であり，荘重であると解されたからである．-elchenはす
たれ, -elJP-leは方言の装飾として，また比較的軽快な詩体の中に維持
されているのである．
’
Ⅲ
今日のドイツ語に明確な2つの縮小語尾,-chenと-leinとがあるのは
非常に好都合である． これらは，誰の目にも容易に受け止められ，ほとん
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「ど全ての名詞に結合するだけで，極めて明白な縮小詞を形成することがで
きる， という誠に有利な可能性も存在するのである．
このような取り扱い容易な縮小詞をもった言語は稀れであって，英語に
は限られた意味での，限られた単語しかない．我が日本語も同様で， 「パ
●
チンコ｣， 「ウンコ」など，若干の幼児語に限定されている． フランス語の
場合は，形態，数量共に，かなり豊富にあるが，用法上ドイツ語ほどには
自由がなく，相当限定されている．
-chenと-leinとは，共に同一の目的に役立っているカミ，いかなる場合
にでも， という訳ではなく，両者が各々，別々の用法で役立つことも多
い．
Ohrlappchen,Ziindh61zchen,Liebchen,einbi6chenとは言う
が, -lein形をここに使用すればおかしいだろう．逆に,Fraulein,Bau-
erlein,Briinnlein,seinScherfleinbeitragenなどの表現にあえて
-chenを使用することは，ほとんどないと言ってよい．人間の男女に関し
ては,MannleinundWeibleinという表現方法を用いるが,Mann-
chenundWeibchenは，動物の雌雄に関しての決まりきった特別な用法
なのである.IchkommeaufeinStiindchenbeiIhnenvorbei．と言
い， またSeinletztesStiindleinhatgeschlagen.と言い，両者とも
-chen,-leinに関する固定した表現である．
一般に感じられることは, -chenのほうが-leinより頻繁に使用されて
いるということである． しかし， これを鵜呑みにするのは早計である．つ
まり -chenの形態はとっているが，すでに縮小詞としての価値を失って
しまった語を数えてはいないか． （例:Madchen,Marchen,einbi8-
chenなど)Madchenは言うまでもなく，性別上女性である子供,未婚の
女性， または女中を大ていの場合意味している．我々が普段ドイツ語を読
む時に， この語がMagdから派生していることを，全くと言ってよいほ
ど意識していない．次の例語Marchenも同じことが言えるのであり，こ
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’れは正書法によって素性(Mare)が明らかになり，物語の1種を表わす
固定した表現であるが， これを見聞きするとき，誰も縮小詞であることを
思い浮かべない． einbi&chenは，たしかに「何か小さなもの」を意味
するが， これが元来は「小さな一かじり」であることをほとんど感じさせ
ない. -chen,-leinの使用頻度を比較する際に，これらの単語は無視され
なければならない．
また， この頻度数を云々する時には，素材の選択が非常に重大である．
例えば, -chenのほうが多く目につくと感じる場合，対象となる素材が散
文に片寄っているのではないだろうか．一般に-chenは散文に,-leinは
詩に多く用いられているのである．従って， この比較は余りにも偶然に左
右されるので，結論を出すことはできない．
-chen,-leinが意のままに用いられ，任意の具象名詞に結合して，もっ
ぱら縮小詞を形成することは，周知の通りである．抽象名詞に結合するこ
とは，極く稀れではあるが，あるにはある．
例:seinMtitchenktihlen,seinSchlafchen
他の品詞の語も縮小されうる．
例:sachtchen,duchen,sochen,najachenなど．
この際，幹母音が変母音できるものであれば，次の2点を除けば，大て
いは変母音する．
1.-chenが結合された固有名詞，または固有名詞と同様に感じられる
人物表示．
例:Lottchen,Tantchen,Frauchen(未婚女性のFraijleinとは
異った愛称形）
2.複数で変母音しない‐erで終る語の多く．
例:Ankerchen,Faserchen,Klafterchen,Puterchen,Luder-
chen,Austerchenなど．
こうして新たに形成された造語（名詞）は例外なく中性名詞である．
1
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「語尾の‐eは取り除かれるが,-erは，元の語が完全に単数であるなら
ば，縮小化した場合もついたままである．
例:Haschen,Knablein,Endchen,Siimmchen,Entchen,
Vaterchen,Reiterchen
これに反し，複数の語尾としての-erは，特に愛称の造語の場合にのみ
存在する．
例:Kinderchen,Kinderlein,Hauserchen,Randerchenなど．
語尾の‐enは，大ていは取り除かれるが，場合によっては-elに変え
られ，二重縮小詞(-elchen)とされる．
例:Gartchen,Gartlein,Fadchen,Fadlein,Wagelchen,
Wag(e)leinなど．
縮小される名詞の語尾によって，必然的に-chen,-leinのどちらかを
選択しなければならない場合のあることを覚えておく必要である．
語幹が-chで終っている場合,-chに同じ音が続く-chenを結合させ
るのは，音声学上の理由から不可能であるので, -leinをつけて縮小する．
例:Kirchlein,Biichlein,Bachlein,L6chlein,Tiichlein
語幹と-chenとの間に-elを挿入すれば，少くとも音声学上は可能で
あるが， これらの語幹の場合，事実上-chelchenという2重縮小語尾に
なり，余りにも形態上美しさが損われる. (Kirchelchen,BUchelchenな
ど）また，語幹が-schで終っている時は,-chとは全く異った音を有す
るので， もちろん-chen,-lein共に結合可能である．
語幹が-gで終っている場合には，この尾音のgが今日のドイツ語では
kと同じように発音される関係上，尾音gは-chに等しいものということ
ができる． したがって-gの語幹には-leinが付加されて縮小詞となる．
例:Auglein,Kriiglein,Weglein,Zweigl in,Bergleinなど．
Vogel｣PKugelなど，縮小される基礎語の語尾に，すでに縮小語尾と
同じ形態の語尾-elがある場合，次の2種類の造語が可能である.V6gel-
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chen-V6glein, Kiigelchen-Ktiglein,一般には後者のほうが情緒豊
かである， とされている． しかし，語幹の一部である-elを省いてまで，
-leinを結合させると，基礎語本来の姿を判別できないことも予想される．
このようなことが危倶される時は，当然-chenを選ばざるを得ない．また
荘重な響きを持つとされている-eleinの形態もある.(V6gelein)
また，調音点が前方であるchと，後方のngとは接合しえないので，
-ngで終る語幹には-leinを付加しなければ，発音上困難を伴い，不可能
である．
例:Kinglein,Ziingleinなど
同様に，音声学上の見地から，最後の音節にアクセントがあって, -lま
たは-llで終っている語幹には-chenを使用する．
例:Teilchen,Schalchen,Ka alchen,Mamsellchen,R611chen
など
以上述べた制限を受けない，他の極めて多数の語幹には, -lein,-chen
のいずれをも自由に接合させることができる．少くとも両者の意義上の差
違を考慮に入れなければ．
例:Kindchen-Kindlein,Bettchen-Bettlein,T6chterchen-
T6chterlein,Schiffchen-Schiffleinなど
1
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非常に多くの語幹には, -chen,-leinのいずれの接尾辞を，少くとも両
者の意義上の差異を考慮に入れなければ，結合することも可能である， と
述べた．それでは意義上の差異を考慮に入れれば，一体どうなるのか．
また, =chenと-leinとの使用頻度数比較の項で，一般に-chenは散
文に, -leinは詩に多く用いられる，ということも，すでに言及した． こ
れはいかなる根拠によるものなのか．両者の選択が完全に自由であって
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も，詩という感情に強く訴えようとする作品に用いるならば，当然，情緒Ⅲ
豊かな語が選ばれるであろう．各詩人が， どちらを選ぶかは，熟慮の後，
各人が自ら決定すればよいのは言うまでもないことである． しかし，極く
一般には, -chenよりも-leinのほうが感情をよく表わし得るといえる．
TheodorGartnerは次のように述べている.,,FiirmeinGeftihlist
K珈叱"e"kaummehrals@kleine Kind',師"｡〃〃aber,liebes
kleinesKind.C(ドイツ語の辞書を参照しても, -lein形の縮小詞の多くを
「詩語」としている． このことからも, -leinのほうが詩に多く用いられ，
散文には-chenが主として現われていることが想像できる．Madchen,
Marchen,einbiBchenなど，固定してしまった語をも含めて，普段目
につきやすい記述物に於いて, -chen形態が多くあり，逆説的ではある
が, -leinがあまり一般的でないことが，文学の効果を一層高めることに
なるのであろう．
このような差違があるとはいっても，個々のドイツ人の出身地，つまり
-chenの領域の出身者と,-leinの領域の出身者とでは，これら2種の接
尾辞がついた語に対して抱く感情が，全く正反対であるかも知れない． ま
た語幹の語尾が理由で-chenだけしか結合できない語のことを思えば，
この論議はもはや意味のないものになってくる． しかし， いずれにせよ
-chenのついた語も,-leinのついた語も，共にドイツ語の「縮小詞」で
あることを忘れる訳にはいかない．
’
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ドイツ語縮小詞は,J.Erbenによれば,,,AffektischeVerkleinerungs-
bildung:@と呼ばれ, ,,WortformderAnteilnahme:@とも言われる．縮
小詞が，その名の示すとおり，ある物を立体的に小さく記す， ということ
は勿論であるｶﾐ，縮小詞の意義が問題にされる時は，むしろ縮小詞が伴う
第2の概念，即ちいろいろな意味の濃淡のほうが重要なのである．
1． 「小さい」一「可愛い」一「愛情」
’
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今仮りに乳幼児の小さな手を見ているとしよう．もみじのような小さ
な手，しっかり握った手，これを大人が見て-可愛いと思わない人がい
るだろうか．その大人が両親であれ，曽父母であれ，肉親，あるいは身
近な人であれば，そこに愛情を感じるのは当然であろう．
2. 「小さい」一「身近か」一「親しみ」
大都市の主要駅，ここでは幾人もの駅員が決められた部所に着き，官
僚的に職務を全うしている．一方，田舎の停車場では駅長自らが改札口
に立って乗客と言葉を交している．同じ官職についているとはいえ，こ
こに個人対個人を感じ，明らかに親しみが沸いてくる．
／ 「同情」3. 「小さい」一「劣等」
＼「軽蔑」
自分の所有物よりも，隣人のもののほうが小さい場合．つまり劣って
いるのである．
この時，善意に心が動けば同情の念となり，逆になれば軽蔑の念とな
る．
ここに述べた経過は極く一例にすぎないものだが， 小さいことの概念
と，「愛情」，「親しみ」，「同情」， 「軽蔑」の感情と容易に結びつきやすい
のである．したがって縮小詞の持つ，感動の第2次的意義とは，一般に上
記の 4種を指している．
縮小詞そのものが持っている意味の種類は判ったが， 実際にはどの語
が，どの種類の意味を有しているのかは， いかなる方法を選べばよいの
か．残念ながら，ーロで言えば，状況，文脈などから判断する以外に手は
ない，といわなければならない．しかし，それでは余りにも曖昧なので≫
可能な限り種別分けをし，次の 4群を見出した．
1. 形態上は明らかに縮小詞であるが，すでにその語からは基礎語を思
い浮かべることができないほど，一般の名詞と化した語．即ち事実上の
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非縮小詞．頻繁に現われるFlauleinも，この群に属する語であるが，
この語からeinekleineFrauとか,liebeFrau,1iebeFrauenzim-
rnerとは誰も考えつかないであろう．すでに挙げたMadchenしか
り,Marchenもeinbi6chenもまたしかりである．
しかし， この群に入れられる語の後尾が，時として本来の縮小詞の作
用を感じさせることもあるので， この考えが絶対に正しいとは言い切れ
ない. duliebesMadchenという呼称の中にある「愛らしさ」は形容
詞liebにだけあるのではない．仮りに,Madchenの代りにJungfrau
をあてはめて，はたしてMadchenと同じ印象を受けるだろうか．
また， その造語本来の性格である 「縮小」がもはや感じられなけれ
ば，その造語の後に第2の縮小接尾辞が結合されることもありうる．
(Frauleinchen)
2. KindchenがkleinesKind程度にしか感じられない，つまり縮小
詞本来の形態上「小さい」ことだけを表わす単純な縮小詞，無味乾燥な
散文に見られる縮小詞のほとんど．個々の語だけを見ても判別はできな
い．
3． 文脈によって可成りの味わいを汲み取ることのできる縮小詞，換言
すれば，縮小詞の第2次的意味を有する語である． これも第2群の語と
同様，個々の縮小語のみを観察しても区別困難である．従って， この語
と，第2群の語とは，大部分共通しているが，前群の語が多く無味乾燥
な散文に見られるのに対し，第3群の語の多くは，詩の中に，あるいは
散文でも文学作品の中に見られる． スイスの作家GottfriedKellerは
作品に比較的多く， この種の縮小詞を用いている， と言われる．
ただし，中には単一の縮小詞だけで，ある程度までは， この群に属す
る語であることが予想できる語もある．縮小された抽象名詞の多くもこ
こに入る．
例:Liebchen,Kerlchen,Bfirschchen,Siippchen,Schlafchen
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Spielchen, Miltchenなど．
4. 接尾辞—chen, または -leinがついて完全な縮小詞の形態をとって
いるにもかかわらず， kleinのような「小さい」ことを表わす形容詞，
さらには kleinstといった最高級形容詞が，縮小詞を修飾している例．
例： ein kleines altes Nahkorbchen, das kleinste Feuerchen, 
das junge Katzleinなど
i. kleinなどの形容詞に縮小の意味を全面的に負わせ， 縮小詞その
ものは，もっぱら第2次的意味を帯びているもの．
i. 縮小詞自体すでに「小さい」何かであり，しかも形容詞が付加さ
れたことによって，縮小の概念がさらに強調されているもの．
この分野に属するものとして，上記 i, i2通りの用法が考えられ，
どの場合が，いずれの用法に適合しているかは， 2, 3群の縮小詞と同
様，外見だけで推測することは困難である．
以上で，私のささやかな縮小詞に関する考察を終えたいと思う．これと
同様のことは，今から遡ること 2年半，卒業論文で取り扱った問題である
が，当時のものは，私の能力や研究不足のために，ずいぶんと不明確なこ
とがらが多く，思い出しても冷汗三斗である．そして現在に至ってようや
く理解できたこと，判明したことが多く， 改めてまとめてみることにし
た．
本文では縮小詞の方言地理，中世高地ドイツ語以後の歴史，新高地ドイ
ツ語や現代ドイツ語の機能，および意義を扱ったが，この方面の研究は，
我国だけに限らず， ドイツに於いても， 極めて乏しいので， 一応入手可
能な範囲の文献で， 諸家の説に従い， 記述を試みた． 特に地理の項では
Theodor Gartnerの論文に負うところ大であった．
また，縮小詞の意義に関しては，近世，現代の文学作品に実例を見，こ
の単なる縮小詞が文学作品に於いて，どれほど細かく我々人間の情操面を
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Die deut~chen Diminutive 
Shuzo Hara 
Die durch -chen oder -lein eindeutig gekennzeichneten Dimi-
nutive springen uns leicht in die Augen. Dieser kleine Aufsatz 
soll die mundartliche Geographie, die Geschichte seit dem Mittel-
hochdeutschen und die Leistungen und Bedeutungen der Dimi-
nutive behandeln. 
Das chen-Gebiet geht vom Südwinkel Lothringens aus und 
steigt nordostwärts bis an die Provinzen Brandenburg und Posen, 
so daß das Gebiet nur in einem beschränkten Teile der mittel-und 
niederdeutschen Mundarten bleibt. Auch drängt sich das lein-
Gebiet von Banburg und Koburg nach Nordwesten hin, weit ins 
Mitteldeutsche hinein. Wo ist denn eine Mundart, die wirklich 
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-lein oder -lain darbietet? Mindestens sind alle bayrischen Ver-
kleinerungswörter Wörter auf -chen. 
Die Diminutive haben erst im Laufe der Zeit zugenommen. 
Von dem Mittelhochdeutschen her scheint die Schriftsprache nur 
-lein Formen übernommen zu haben. Die klassische Form war 
-lin. überwiegend verwendet Luther die Form -lin in seinen 
Schriften, besonders in der Bibel. 
Spee, Opitz und ihre Zeitgenossen haben -lin gegen -lein ver-
tauscht; seit dem Ende des 16. Jahrhunderts wird -chen etwas 
häufiger, und es fängt an, die Nebenformen zu verdrängen. Doch 
in der Sturm- und Drangzeit nahm die Form -lein wieder merklich 
auf Kosten des -chen zu. 
Nun konnte man ein Verkleinerungswort bilden, indem man 
zu irgendeinem Hauptwort eine Nachsilbe -chen oder ~lein bei-
fügte. In den meisten Fällen klingt die Nachsilbe -chen zarter 
und anmutiger als -lein. Aber der endgültige Unterschied zwischen 
beiden Suffixen zeigt sich darin, daß man zu jedem Stammwort 
je nach dem Lautstand -chen oder -lein wählt. In den sonstigen 
Fällen ist aber sowohl -chen wie -lein verwendbar. 
Die deutschen Diminutive haben nicht nur die Bedeutung 
der Kleinheit, sondern ofn oft mehrere Nebensinne, denn mit der 
Vorstellung der Kleinheit verbindet sich leicht das Gefühl des 
Mitleides oder der Verachtung. 
Diese Nachsilben dienen beide demselben Zwecke, sind aber 
im Gebrauch sehr verschieden verteilt. 
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